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令和７年１０月定例教育委員会会議録

１ 日 時 令和７年１０月７日（火）１０時

２ 場 所 市庁舎本館４階 第１委員会室

３ 出席者 教育長 蔵元洋一

教育委員 衛藤修身、太田かおり、八木秀和、鶴田弥生

４ 欠席者 なし

５ 事務局 教育部長 清水秀一

教育総務課長 山口研治

学校教育課長 船元幸徳

指導室長 靍 浩二

生涯学習課長 大畑祐一郎

教育総務課課長補佐 近野久幸

学校教育課課長補佐 濱田大輔

学校教育課課長補佐 掛橋賢議

生涯学習課課長補佐 吉田浩之

教育総務課教育総務係長 秦 薫

６ 傍聴人 ３人

７ 議事日程 別紙のとおり

８ 議事次第 別紙のとおり
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定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程

令和７年１０月７日(火)１０時００分

１ 就任された教育委員の紹介について

２ 会議録の承認

令和７年８月臨時教育委員会の議事録の承認

令和７年９月定例教育委員会の議事録の承認

３ 報告事項

（１）令和７年１０月学校教育行事及び社会教育施設行事について

（２）専決処分を報告し、承認を求めることについて

承認第９号 中間市立小中学校通学区域審議会への諮問について

（３）中間市コミュニティ広場・学校再編検討委員会委員について

（４）学校再編の取組み経緯及び進捗状況について

（５）学校給食費の無償化の実施について

４ 協議事項

（１）令和７年１１月定例教育委員会の日程について

５議決事項

第２６号議案

令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果について
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［開会時刻：１０時００分］

蔵元教育長

鶴田教育委員

蔵元教育長

教育委員会

事務局

蔵元教育長

教育委員

蔵元教育長

靍指導室長

定刻となりましたので、令和７年１０月定例教育委員会を開催いたしま

す。それでは、レジュメに沿って進めさせていただきます。

早速でございますが、就任されました教育委員のご紹介でございます。

本年１０月１日から、鶴田委員に就任していただいております。鶴田委

員から一言ご挨拶をお願いします。

みなさま、おはようございます。鶴田でございます。

この度、就任を受けまして中間市の教育に関わる様々なことに、まだま

だ微力ではございますが、学びながら尽力できるところがあればと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

ありがとうございます。それでは、事務局から自己紹介をお願いしま

す。

≪職員紹介≫

それでは会議録の承認です。令和７年８月臨時教育委員会の議事録及び

令和７年９月定例教育委員会の議事録の承認についてお諮りをいたしま

す。いかがでしょうか。

≪承認≫

ありがとうございます。それでは、報告事項に移ります。令和７年

１０月学校教育行事及び社会教育施設行事についてそれぞれ説明をお願

いします。

１０月の学校行事について説明します。

まず共通行事についてです。

１０月１８日土曜日に全ての小学校で運動会または体育会が行われま

す。教育委員の皆様には、ご多用の折とは存じますが、ご観覧いただけま

すと幸いに存じます。

続いて、２６日日曜日に県立北筑高校を会場に、「中学生英語スピーチコ

ンテスト」北九州地区大会が行われます。本大会は、管内中学生を対象
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蔵元教育長

に、日頃の学習で身に付けた英語によるコミュニケーション能力を発揮

し、自分の考え等を英語で発表、交流することで、グローバル社会で活躍

する人材育成を目的に開催されます。管内各中学校からの推薦を受けた

中学生が参加し、中間市の４中学校からも、代表１名が参加します。な

お、地区大会優秀者３名は、１２月６日に開催される県大会に出場するこ

とになっています。

続いて、各学校の行事です。

昨日６日に底小、中間小、西小の５年生が、農業政策課の農業体験学習の

一環で、６月の田植え体験に続き、稲刈り体験を行いました。

続いて、東小では２３日に中間市と連携協定を結んでいるギラヴァンツ

北九州によるサッカー教室が行われます。プロスポーツ選手の技術や経

験に触れることで、子供たちに夢を持つことの大切さを伝えていただき

ます。本年度は、希望のあった東小の５年生が対象になっています。

その他、北中校区では２４日に、中間中校区では２８日に小中合同の研修

が行われます。それぞれ、毎年この時期に行っている授業交流で、今回は

北中の授業を北小の先生方が、中間中の授業を底小、中間小の先生が参観

することになっています。

次に中学校です。名称は学校によって異なりますが、各中学校で、文化祭

が行われます。また、生徒会役員改選に係る行事も計画されています。

２２日は、南中で、中間市教育委員会研究指定の発表会を行います。管内

の学校に、研究成果を見ていただきます。なお、南中は、「教室の学びを

社会で実践する」をテーマに、学校、行政、企業、地域が連携した取組が

評価され、本年度、福岡県公立学校優秀校表彰を受賞することになりまし

た。１２月２５日に県庁で行われる「福岡県とびうめ教育表彰式」で表彰

されます。

また、３１日には、市内の中学校を会場に、福岡県中学校国語科研究大会

が行われます。中間中・北中・東中を会場に、市内中学校国語科の教員が

公開授業を行い、その後の全体会・分科会は、なかまハーモニーホールで

行われることになっています。

その他では、２４日に、全ての中学校で、１・２年生を対象に、「英検 IBA

テスト」が行われます。県が「中学生英語能力向上事業」の一環として、

中学校外国語科の授業改善を図り、生徒の英語力を育成することを目的

に実施されます。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教

育委員。
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衛藤教育委員

靍指導室長

１点目は、共通行事の３１日の福岡県中学校国語科研究大会についてで

す。この取組については、初めてのような気がします。市内４中学校の

うち３校も一緒に研究授業をするというのは、県の持ち回り制の大会な

のか、あるいは市町村による希望制の大会なのか教えてください。

２点目は、東小のサッカー教室についてです。これは希望によって東小

が今回の対象になったということでした。ギラヴァンツが学校の子供た

ちに、できるだけサッカーに親しんでほしいということで、持ち回りで

されているものではないかという感じがしています。希望制なのか持ち

回りなのか教えてください。

３点目は、北小の２３日の交通安全教室についてです。１０月が交通安

全週間ということで、取組が行われていると思いますが、対象学年が

１年生、４年生の理由を教えてください。

４点目は、薬物乱用防止についてです。薬物乱用防止教室や薬物乱用防

止講演会とありますが、学年が絞ってあったり、あるいは全学年で行わ

れたりと、学校によって講演会の進め方があるようですが、主催者側の

趣旨があるようでしたら教えてください。

５点目は、２０日の中間中と南中に弁当の日についてです。これは、各

自の弁当を食べるのだろうと思いますが、北中と東中はないようです

が、別の日に予定があるのか教えてください。

６点目は、３１日の南小のあそびの広場についてです。今まで聞いたこ

とがないので、内容を教えてください。

１点目の福岡県中学校国語科研究大会についてです。中学校では、各地

区で、教科等の研究会、様々な教科ごとに研究会が持たれております。

その中で、県大会は市町持ち回りで行われる形になっておりまして、本

年度は、北筑豊地区いわゆる北九州事務所管内の中から、中間市が会場

になっているということです。

２点目のギラヴァンツ北九州のスクールギラヴァンツについてです。企

画課から、本課にご紹介がございました。小学校の訪問事業ということ

で、ギラヴァンツ北九州に学校に来ていただいて、子供たちに夢の大切

さ等を教えてくれる事業です。小学校校長会で６校に紹介をして希望を

とりました。その中で、本年度は東小の５年生を対象にさせていただい

たということでございます。

３点目の北小の交通安全教室についてです。本年度は、１年生、４年生

が対象になっているということですが、北小では、授業時数の確保、行
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蔵元教育長

鶴田教育委員

靍指導室長

鶴田教育委員

事の精選などの視点から交通安全教室のほか、スマホネットの安全教

室、あるいは薬物乱用教室といった外部を招いての学習については、毎

年、学年を固定して実施をしているということでございます。

今回、交通安全教室につきましては、１年生、４年生を対象に講習で

は、八幡自動車学校から講師を招聘して、安全な道路交通についてや安

全な自転車の乗り方などについて学ぶ機会としております。

５点目の弁当の日についてです。子供が自分で弁当をつくって、学校に

持ってくる、いわゆる弁当の日の取組です。中間中と南中では、小学校

の代休の日に合わせて実施をしているということです。北中と東中も当

然、その日は弁当持参となっておりまして、改めて弁当の日という位置

づけはしていませんが、その日はできるだけ、自分たちでつくって持っ

てくるような働きかけは行っているということでございました。

６点目のあそびの広場南小の取組についてです。こちらの取組につきま

しては、青少年育成会議と PTA が共催で行われる学校行事ということで

本年度は、内容を全校で「スポーツ玉入れアジャタ」といったものを計

画しているそうです。このアジャタとは合計１００個のボールをバスケ

ットに入れるまでの時間を競う競技となっているそうです。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。鶴田教育委員。

２４日の底小の SOS の出し方教育というのは、どのようなものでしょう

か。

自殺予防の一環として、健やか育成課が、保健師等の外部講師を招いて、

小学生を対象に授業をしていただくことになっております。

SOS の出し方はよくあるかと思うのですが、SOS を必要としている人に声

をかける場合、その声のかけ方などの時間は設けられているのでしょう

か。と言いますのが、例えば白杖の方が歩いているときに危ないと思って

も声のかけ方が分からなくて、そこをスルーしてしまうみたいなことが

あると思うのですが、危ないと思ったときの声のかけ方、例えば白杖の方

が困っていたら、急に手をとって連れて歩くなんていうのは、とても怖い

ことですので、SOS が必要な人を助ける場合の声のかけ方、自分が助ける

側になるようなお時間もあるとすごく良いと感じましたので、質問をさ

せていただきました。
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靍指導室長

蔵元教育長

八木教育委員

靍指導室長

蔵元教育長

太田教育委員

この学習の中では、そういう機会はないかもしれませんけれども、例えば

道徳科の授業であったり、総合的な学習の時間といったものを活用しな

がら、小学校、中学校では、そういった福祉的な部分の学習等も入れるこ

ととなっております。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。八木教育委員。

中間小の３０日の「人権の花運動」感謝状贈呈式について、内容を教えて

ください。

２点目は、中学校の弁当の日につきまして、各小学校の体育会にからめ

て、その日は給食がないので弁当の日というのが設けられております。

毎年のように、保護者にはこういう理由で、弁当がありませんので持って

きてくださいという案内がくるのですが、小学校に子供さんがおられな

い保護者は、なかなか分からないと困りますので、保護者に対しての周知

をお願いしたいと思います。それと、安心メールなどで添付ファイルがつ

いて配信されています。ファイル形式がワード形式、もしくは PDF 形式

とまちまちです。ほとんどが PDF できていますが、希にワード形式で送

付されていることがあります。おそらく教育委員会からきたものを学校

で追記できるようにワードで送ったりもするのかなと思うのですが、ワ

ードで送られ、表などがついていると、文字化けしたりとか、見えづらか

ったりするので、学校から保護者に送られる際は、PDF に統一していただ

けると、見る側としてもすごく見やすいので、お願いをさせていただきた

いと思ってお話をさせていただきました。

ありがとうございます。まず２点目の安心メールでの保護者への配信に

つきましては、本日校長会議がございますので、PDF にして送るように働

きかけていきたいと思っております。

1点目の、３０日の中間小の「人権の花運動」の感謝状贈呈式についてで

す。法務局の事業で当市内の人権擁護委員の方が学校にみえられて、ひま

わりの種を各学校に配布し、それを学校で育てていくという形になって

おります。その活動に対して、感謝状の贈呈ということになっておりま

す。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。太田教育委員。

１点目は、中学校４校で２４日に実施されます IBA テストについてです。
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靍指導室長

蔵元教育長

八木教育委員

１、２年生が対象ということですけれども、これは昨年度もあったかと思

うのですが、昨年度からの２年生であれば、１年生のときからの成長であ

ったり、あるいは昨年度の１、２年生の母集団との比較であったりとい

う、何かしらの教育的な分析と活用がなされるのか教えてください。

２点目は、６日の底小、中間小、西小での稲刈り体験についてです。どこ

で稲を刈るのか、中間市内での地産地消なのか、また稲を刈った後に、子

供たちが食してみたりする経験があるのか教えてください。

３点目は、お弁当の日についてです。自分でつくって、あるいはご家族の

方と一緒につくって、お弁当食べるというのはとても良いことだと思い

ます。ただ、うっかり忘れてくる子がいないのか、今までなかったのか心

配といいますか、食べるご飯がないという状況がないのか、恐らくないと

思うのですが、あった場合の対応等がもしありましたら教えてください。

まず、IBA テストの結果の分析についてです。各学校で実施をしたり、あ

るいは、また先ほど言ったように英語の教科研がございますので、その中

でも、いろいろ先生方の間で、交流したりしながら、結果を改善に生かそ

うという取組をしております。

２点目の稲刈り体験につきましては、市内の底井野地区の田んぼをお借

りしまして、実施をしているところでございます。最終的に出来たお米に

つきましては、子供たちに少しずついただいて、それを持ち帰って、お米

を食べたりというような活動につなげているところでございます。

３点目のお弁当の日については、基本的にはお弁当を持ってきていない

という子はいないのかと思います。お弁当がないときは、学校でパンを配

ったりとかの対応があると思います。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。八木教育委員。

IBA テストに関してですが、各学校で行われて、先生たちが運営するよう

な形になっていると思うのですが、昨年だったと思いますが、時間配分を

間違って本来よりも短い時間で実施したという例がありまして、そうな

ると公平性が保てないということで、後日もう１回テストを受けるだと

か、費用的な問題がどうなのかという問題が、昨年発生しましたので、今

日校長会があると思いますので、もう一度やり方や時間配分等そういっ

た確認を全体で行っていただいて、昨年のようなことのないようにして

いただければと思います。
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靍指導室長

蔵元教育長

大畑生涯学習

課長

ありがとうございます。昨年あった事象につきましては、学校を会場にし

た、英検の公的なテストでございまして、この IBA とは違うかとは思い

ますが、そういうことが、昨年あっていますので、その点については、ま

た学校に働きかけていきたいと思います。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして社会教育施設行事について説明をお願い

します。

１０月の社会教育施設の行事について、主なものをご説明いたします。

まずは、中央公民館事業です。

２日木曜日１０時から、なかまハーモニーホール小ホールにおきまし

て、「きらめき大学」全９回の４回目を開講いたしました。

講師に、折尾警察署の方をお迎えし、「年長者の交通安全と詐欺対策」

と題しました、講話を行いました。（受講者１００名）

９日木曜日１０時から「りふれぱーく」全１０回の５回目を開講いた

します。今回は館外学習ということで、本市学芸員の生涯学習課吉田課

長補佐を講師に迎え、日頃講座を行っている生涯学習課仮事務所を飛び

出し、世界文化遺産登録１０周年にちなみまして、遠賀川水源地ポンプ

室や中間唐戸等の現地を吉田補佐の解説付きでめぐる予定です。

２５日土曜日９時３０分から、生涯学習課仮事務所におきまして、

「メンズキッチン」を行います。今年度、春の講座で全３回開講いたし

まして、引続き秋季講座として、再度企画いたしました。一般の方を対

象に、定員２０名のところ１２名の申込みがあっております。費用は材

料費１人２，１００円となっております。

次に体育文化センターです。

５日日曜日８時３０分から、なかまスポーツフェスタ２０２５が開催さ

れました。この大会は、１０月の１ヶ月間をスポーツ月間として位置付

け、各種スポーツ大会や教室を開催するものです。当日のプログラムと

しては、スポーツ少年団による入場行進と、希望ヶ丘高校吹奏楽部によ

る演奏後、開会式が行われ、ニュースポーツのアジャタ（玉入れ競技）

の予選、決勝戦が行われました。入場行進は９団体、アジャタの小学生

の部は９チーム、一般の部は１２チームの参加がありました。

その他の内容といたしましては、５日開会式終了後、体育文化センター

出発の中間市内ウォーキング（参加者４５名）同じく５日９時から、西

小体育館におきまして、中間市ママさんバレーボール連盟秋季大会（参
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蔵元教育長

衛藤教育委員

加者４６名）同じく５日１３時から、太陽の広場におきまして、なかま

ペタンク大会、（参加者４１名）９日木曜日８時３０分から、太陽の広

場におきまして、なかまゲートボール大会、１２日日曜日９時からジョ

イパルなかま庭球場におきまして、ソフトテニス大会、同じく１２日

９時から、中間北小学校体育館におきまして、なかまビーチボールバレ

ー選手権大会、１３日月曜日１０時から、中間小学校グラウンドにおき

まして、ギラヴァンツ北九州サッカー教室が開催されます。

また、定例のなかま元気スポーツクラブ及びスポーツ協会自主事業の各

種教室を開催予定といたしております。

次に図書館です。

４日から２８日まで、「読書感想画コンクール」の作品展示が開催され

ます。９月２日から９日まで市内の小中学生を対象に、本を読んで感じ

た感情を絵に描いて応募していただきました、作品１５１点を全て展示

いたします。

次にハーモニーホールです。

１２日日曜日１４時から 大ホールにおきまして、「郡司菜月ヴァイオ

リンリサイタル」を開催いたします。地元中間市出身のバイオリニスト

で国内外を問わず活躍されている郡司菜月さんをお招きし、ピアニスト

とのデュエットによる地元凱旋コンサートを行います。料金は一般

２，５００円、会員２，２５０円、学生５００円、学生会員４５０円と

なっております。

１４日と２８日の火曜日９時３０分から、会議室１におきまして、「健

康マージャン講座」を開催いたします。講師に日本プロ麻雀連盟九州本

部所属の麻雀プロ岩村美智子氏をお招きし、「賭けない、飲まない、吸

わない」の３ないをルールとした健全な頭脳スポーツである健康マージ

ャンを初心者からでも安心して取り組める講座として開催し、健康マー

ジャンをとおして「健康づくり、仲間づくり、生きがいづくり」の３づ

くりを行います。全１２回の講座となっており、定員２０名です。料金

は一般１３，２００円、会員１１，８８０円となっております。

以上が社会教育施設の主な行事予定です。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教育

委員。

中央公民館行事の世界そげなこと講座についてです。これは全４回とい

うことで、９月２７日で次が１２月６日という予定が４月配布のピンク
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大畑生涯学習

課長

色の今年の事業表に組まれていたと思います。なぜ、９月から１２月の

計画になっているのか理由等があれば教えてください。

２点目は、体育文化センターのいきいき健康教室についてです。これは

１０時から１１時３０分までと、１３時から１５時までがあります。

１０時から１１時３０分までについては、本年度は６回組んでありま

す。大体月３回か、または２回だと思うのですが、６回組んでありま

す。４回かなと思っていましたが、理由があるのだろうと思いますの

で、教えてください。

３点目は、ハーモニーホールの健康マージャン講座についてです。詳し

い内容の説明がありましたが、参加希望者の年齢層、いわゆる高齢者向

けの健康マージャンというのは、認知症予防との関係でよく計画されて

います。中間市は初めてされると思います。そういう内容のものか、そ

れとも、３つのルールを周知するためのものなのか、また対象人数と、

高齢者が多いのか、あるいは年齢層を制限なしにされているのか教えて

ください。それと、これは１０月からの講座です。９月までされたこと

はありませんし、今年初めてされるような気がします。なぜ、今年にこ

のような講座を計画されるようになったのか、経緯等がありましたら教

えてください。

１点目の世界そげなこと講座についてです。９月いっぱいで全４回終了

しておりまして、おそらく１２月にある分は、おもしろ歴史講座だった

かと思います。おもしろ歴史講座が１２月６日、９月から２か月あけて

１２月に開講することになっております。その理由といたしましては、

１０月、１１月に行事がいろいろと立て込んでいるという関係もありま

して、日程調整で１２月になっているということでございます。

２点目のいきいき健康教室についてです。なかま元気スポーツクラブの

教室の１つで、地域交流センターで行う１０時からの回は毎月第１、第

３木曜日、体育文化センターで行う１０時からの回は第１、第３火曜

日、同じく１３時３０分からの回は第１、第３木曜日となっておりまし

て、各回の定員をそれぞれ１５名としております。このうち地域交流セ

ンターの１０時からの回につきましては、申込みが１８名となりまし

て、定員を超えました。このため、人数を半分に分けまして、通常の第

１、第３木曜日の回に加えまして、第２、第４木曜日の回も追加して、

それぞれ分けて教室を行うこととしたことから、１０時からの回の回数

が増えたということです。

３点目の健康マージャン講座についてです。年齢層に関しましては、一
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蔵元教育長

太田教育委員

大畑生涯学習

課長

蔵元教育長

大畑生涯学習

課長

蔵元教育長

般ということで特に制限はしていないのですが、申込状況を確認いたし

ますと、やはりシニアの方が多いという報告を受けております。また、

健康マージャン講座につきましては、衛藤教育委員のご指摘のとおり

１０月からの新規講座ということで、ハーモニーホールといたしまして

も、やはり毎回同じ講座だけではなく、新しく講座を企画して発展させ

ていこうという意向がございますので、その一環として健康マージャン

講座というものを企画したと聞いております。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。太田教育委員。

ハーモニーホールの健康マージャン講座についてです。参加費が

１万３，２００円ということで高額だと思ったのですが、全何回のシリー

ズなのか、そして現段階でシニアの方が多いということですが、定員

２０名のところ、どのくらいの応募があっているか教えていただければ

と思います。

健康マージャン講座につきましては、全１２回の講座となっております。

それから、申込みにつきましては定員２０名に対しまして、２０名応募し

ております。ですので、２０名定員いっぱいということになっておりま

す。

確認なのですが、これの受講料が高額というところでは、これはマージャ

ン卓を借りたりだとかがあるので高額というということなのでしょう

か。

はい、そうです。受講者が２０名ということで４人ずつ、卓を囲んでやり

ます。講師の方に、そういった卓も含めて準備をお願いしているという部

分がございまして、またテキストもご準備していただいているようなこ

ともありまして、そのような金額にはなっているのかとは思うのですが、

全１２回ということを考えますと、１回が１,１００円となっております

ので、そこから考えると、そこまで高くはないのかなという思いもありま

す。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして専決処分を報告し、承認を求めることに

ついて、承認第９号中間市立小中学校通学区域審議会への諮問について
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山口教育総務

課長

蔵元教育長

山口教育総務

課長

蔵元教育長

衛藤教育委員

説明をお願いします。

中間市教育委員会事務専決規程第２条第１項の規定により、承認第９号

中間市立小中学校通学区域審議会への諮問について、令和７年９月３０

日付けで専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により、ご報

告し、承認を求めるものでございます。諮問書の内容になります。

令和７年１０月２日に第１回通学区域審議会を開催いたしました。当日

の通学区域審議会では、委員への委嘱、会長・副会長の選出、諮問書の

交付を行ったところでございます。

諮問事項といたしましては、中間中学校及び中間東中学校敷地を活用し

た新中学校の通学区域について、（１）新中学校に通学する負担軽減

（２）将来にわたる新中学校の規模見込に基づく生徒の学習環境の構築

及び維持（３）学校、保護者、地域の実情等を踏まえた審議会の意見を

求める諮問を行ったところでございます。

今後、月１回の開催を行い、本年度中の答申を目指して、新中学校の通

学区域の検討を行ってまいります。ご説明は以上でございます。

確認ですけれど、１０月２日からスタートして毎月 1回の開催というこ

と、そして、年度内３月中に答申をいただくということでよろしいでし

ょうか。

審議会を６回開催いたしまして、３月に答申をいただくことができます

よう審議会の運営を進めてまいりたいと考えております。

これは学校の規模であったり、そういったものを決定する上で非常に重

要なものでございます。６回の審議で答申を出すというところでござい

ます。

ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教育委員。

この後の学校再編の取組経緯と進捗状況についてとの関係があると思う

のですが、進捗状況の中に具体的に、通学区域審議会の主な内容という

のが３点に絞ってあります。後で、山口教育総務課長から説明があると

思いますが、この審議会の内容と、諮問する内容が違います。審議会の

内容でいろいろ審議されたものが答申という形になれば分かるのです

が、改めてこれは、審議会の中で皆さんの意見を聴取をして、そして答

申するための意見をまとめなければならないという形になると思いま
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山口教育総務

課長

衛藤教育委員

山口教育総務

課長

蔵元教育長

す。諮問する内容と、会議の中身で、意見交換する内容が違うというの

が気になります。あえて内容の違うものを選ばれた理由があったら教え

てください。

今、衛藤教育委員がおっしゃっていただいたのは、後ほどご説明させて

いただきます学校再編の取組経緯及び進捗状況についてというところの

ことだと思います。今回の諮問事項については、諮問でございますので

大きく広くとらえているところでございます。後ほど見ていただく進捗

状況の資料については、審議会における議題、議論していただく検討項

目でございます。諮問事項が大きなテーマで、その中の議論していただ

く項目の内容と思っていただければと考えております。

諮問ですから、ある程度文章にまとめて、形を整えて教育長に答申する

という形になると思います。そうなると、諮問事項といわゆる審議会の

内容が違うと、改めてその問題について意見を求めなければいけないこ

とになります。諮問する内容について、意見を求めなければいけない項

目があると思います。そういう二度手間をしなくても、審議会の中で協

議をされた内容をまとめて答申いただくという方が、会議の中身に沿っ

て、きちんと整理をされたものが答申として出てくると思いますので、

なぜ違うものをあえて諮問するのだろうかというのが分かりませんの

で、おたずねしました。

ありがとうございます。今回の諮問の内容では新中学校の通学区域とい

うことで、後ほど資料でご説明させていただくのは、新中学校の通学区

域を検討するに当たりまして、現行の通学区域の現状の把握であった

り、保護者、地域住民の方の意見や要望をそこで共有したり、各項目を

検討しながら、通学区域を検討してまいりたいと思っております。今

後、審議会の中で衛藤教育委員がおっしゃっていただいたように二度手

間にならないよう、諮問について委員の皆様が検討しやすいような、審

議会運営をしていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして中間市コミュニティ広場・学校再編検討

委員会委員について説明をお願いします。
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山口教育総務

課長

蔵元教育長

八木教育委員

山口教育総務

課長

蔵元教育長

山口教育総務

課長

中間市コミュニティ広場・学校再編検討委員会委員につきまして、令和

７年１０月１日の第５回検討委員会にて、委嘱されました新委員をご報

告いたします。本年６月に行われました市議会議員の改選により、新委

員として堀田議員をご推薦いただき、令和７年１０月１日に開催されま

した第５回検討委員会にて、市長と教育委員会の連名により、委嘱状が

交付されましたことをご報告いたします。また、委嘱期間は、令和７年

１０月１日から令和８年３月３１日までとなりますことをご報告いたし

ます。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。八木教

育委員。

今回、委員が変わることにつきまして、委員長や副委員長の変更があり

ましたら教えてください。

今回、第５回検討委員会におきまして、委員長は新しく大和委員が委員

長になられております。副委員長は変わりなく藤木委員でございます。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして、学校再編の取組み経緯及び進捗状況に

ついて説明をお願いします。

学校再編の取組経緯及び進捗状況についてという資料をご覧ください。

本年度も半年が経過いたしまして学校再編の取組といたしましては、本

年４月から、新中学校施設であります中間中学校及び中間東中学校の敷

地を最大限有効に活用し、充実した教育環境の構築を目指して、学校施

設に関する豊富な経験を有する設計会社に業務を委託いたしまして、校

舎等の配置計画や造成計画、概算事業費や事業スケジュールなどの検討

を行う施設整備実施計画の策定に今取り組んでいるところでございま

す。

本日は、主に施設整備実施計画の進捗状況につきまして、ご報告させて

いただきたいと考えております。

それでは、まず１の学校再編の取組経緯についてでございます。

こちらについては、平成３１年３月に策定した中間市学校施設長寿命化

計画を策定したところから、直近であります令和７年５月２６日に開催
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いたしました、総合教育会議までの取組経緯をまとめております。

こちらについては、後ほどご確認いただけましたらと思います。

中間市新中学校施設整備実施計画策定業務の進捗状況についてご報告さ

せていただきます。

中間市新中学校施設整備実施計画は、学校再編に伴う生徒数の推計に応

じたそれぞれの学校規模による必要な諸室の構成や、校舎、体育館等の

配置計画、発注方法、概算事業費、事業スケジュール等を検討する計画

で、基本設計などの設計業務に入る前の重要な計画になります。

開校までの道筋という１番上の図の左から３番目のところが、今回行っ

ております実施計画になります。

今回、建物の構造耐力や老朽化の進行度、立地条件を総合的に評価し

て、建物の安全性や改築の必要性を判断し、新築するのか、長寿命化改

修をするのか、施設設備の方向性を検討するため、耐力度調査を実施い

たしました。調査の結果は、中間中学校は３棟ある校舎のうちの２棟、

東中学校は４棟ある校舎のうち４棟全てが１０,０００点満点のうち、

国の補助金制度において、危険改築事業の対象となる４,５００点を下

回る結果となりました。校舎につきましては、耐震工事を実施している

ことから、柱などの構造耐久度はあるものの、コンクリートの壁などに

亀裂等があり、老朽化が進行している状況でございます。

このことから、健全度が低い状況となっております。

そのため、長寿命化改修をしても、今後３０年程度利用可能とすること

も想定されますが、建物の健全度が低いことから、改修工事費が、健全

度の高い建物よりも多くの費用がかかることとなり、現在の想定では、

新築工事費の７割以上を要する見込みであります。

このことから、費用対効果が低いと考えられますので、教育委員会事務

局といたしましては、２校とも新築し長期間利用できる安全安心な学び

の場の整備を目指していきたいと考えているところでございます。

現在、業務の進捗状況は、８月末現在で約５０％程度でございます。

資料中段より下の表をご覧ください。

二つ目の丸印のところになりますが、検討中の主要課題にもありますよ

うに、アクセス道の整備、敷地内段差の解消や法面の整備、樹木の伐

採、給食施設の整備、施設整備計画、事業工程スケジュールについて、

今後検討を行ってまいります。

また、最後の丸印の実施計画策定に関するスケジュールにつきまして

は、１０月上旬頃に配置計画を複数案検討した素案の作成、１０月中旬

から１月にかけて素案の内容を取りまとめいたしまして、２月にパブリ
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ックコメントを実施し、３月中の策定に向けて取組を進めているところ

でございます。

３今後の取組についてご説明いたします。

教育委員会事務局では、学校再編の取組を進めるため、各種会議を開催

し、推進体制を構築しております。

まず（１）の中間市コミュニティ広場・学校再編検討委員会は、新中学

校施設、中間中学校及び中間東中学校の敷地における時代のニーズに合

った学校づくりについて、校舎や体育館、法面、敷地内段差、学校への

アクセス道の整備の方向性について、保護者や教員、まちづくりの視点

からご審議をいただいているところでございます。

先日１０月１日に第５回検討委員会を開催いたしまして、今後、令和７

年度末に答申をいただく予定で進めております。

（２）通学区域審議会は、生徒の通学の利便性や安全性、地域の実情を

踏まえて、適切な通学区域を設定するために開催される審議会です。

先日、１０月２日に PTA、自治会校区代表、校長、市議会議員から選出

された１５名の委員にて、第１回通学区域審議会を開催いたしました。

会議当日は、新中学校施設であります中間中学校及び中間東中学校の敷

地を活用した新中学校の通学区域について諮問したところでございま

す。先ほどもご説明させていただきましたように今後、年度末まで、月

１回の頻度で会議を開催し、令和７年度末に答申をいただけるよう、会

議運営に努めてまいります。

最後に（３）新中学校開校準備協議会につきましては、新中学校の２校

同時開校に向けて、中学校の再編に伴います課題を整理し、開校に向け

た準備を円滑に進めていくことを目的として開催する会議です。

現在、委員の選定が終了し、第１回目の会議開催に向けて準備を進めて

いるところでございます。

会議では、新中学校が開校するまで、様々な事項を、関係者間で連携を

図りながら、課題解決に向けた方策について検討してまいりたいと考え

ております。

以上につきまして、現在の学校再編の取組の経緯及び進捗状況でござい

ます。

只今の報告について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教

育委員。

今、実施計画まで進んでいるということで、次に基本設計にいくと思い
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ます。基本設計で、新築になるという可能性が高いと思います。そのと

きに、どういう新校舎のデザインにするのか、あるいはどういうレイア

ウトにするのか、あるいは新校舎の完成予想図がどうなるのかというこ

とも含めて、校舎そのものについて、今まで話が出ていません。校舎が

新築かどうかということについての話は出ましたけれど、具体的にどん

な形にするとは出ておりませんので、これは基本設計の段階で出るのか

どうか教えてください。

それから、もし基本設計になるのであれば、これは要望ですが、新校舎

に、一番お金をつぎ込んでほしいと思います。というのは、「すごい校

舎が中間市にあるぞ」という、やはり中間市の顔になるような校舎をつ

くってほしいというのが要望です。だから、そういう新校舎について

は、いつ頃、どういう形で、具体的な話が出てくるのかということにつ

いて教えてください。

校舎については、基本設計実施設計の段階になると思いますが、現在、

実施計画におきましても普通教室とか特別教室の校舎に必要な教室の数

や配置であったり、校舎以外の体育館、武道場、グラウンド、駐車場等

の必要な設備の施設整備計画、敷地内の段差の解消や法面、アクセス道

の整備等の敷地内全体の整備の方向性について、概算事業費や事業工程

スケジュールなどを検討しているところでございます。今後、素案の検

討を進める中で、ある程度、案を絞り込んだ段階で、配置計画だけでな

くて、校舎の機能図とか平面図、またイメージできるパース図を本年

度、実施計画の中でできる限り作成していきたいと考えているところで

ございます。

この前、保護者と全教職員に向けて、工事についてアンケートをとられ

ました。いわゆる新校舎を独自で建てるのか、工事しながら新校舎にし

た方が良いのかというアンケートをとられました。仮校舎の問題につい

ても、まだ何も触れていません。それについても、できるだけ早い時期

に、触れられるようにお願いしたいと思います。

これは、実施計画の段階で実施計画の成果物が今年度中に提出されると

いうところで、まず確認したいのは、大体何通り、何パターンくらいの

提案がなされるのか教えてください。



19

山口教育総務

課長

衛藤教育委員

山口教育総務

課長

それぞれ、中間中学校、中間東中学校に分けて、新築した場合であった

り、改修した場合であったりとか、いろいろ複数案、検討しておりま

す。最終的には１案に絞っていくという作業をしていきたいと思ってい

るところです。もうすぐ素案がまとまると思いますので、委員の皆様に

ご報告をさせていただきながら進めていきたいと考えているところでご

ざいます。今まだ、提案が何パターンになるかは、決まっておりませ

ん。

分かりました。よろしくお願いします。

それから、中間市コミュニティ広場・学校再編検討委員会は、今からあ

と２回しか残っていません。１０月に１回開いてあります。２回で、こ

の４つの内容を検討するわけです。これは、非常に大きな問題だと思い

ます。それで、２回でその内容の審議が終わるのかが気になっていま

す。なぜ気になっているかというと、提示された内容を読みましたら、

１０月頃をめどに施設設備の方向性が検討できる比較検討資料を提示す

ると書いてあります。提示して残ったのは、検討委員会であれば、１２

月と２月しかありません。提示後２回しかないです。それで４つの内容

を検討ということですが、大丈夫なのかというのが１つです。

それから、この文章をずっと読みますと、終わりの方にまちづくりの視

点から調査審議をしていただくとあります。審議をするは分かります

が、この委員さんたちが調査したものを提示するのに、また何を調査を

するのかというのが分からないから教えてください。

それから、通学区域審議会については１０月２日に１回行われたという

説明が山口教育総務課長からありましたが、この説明が行われた内容に

ついては、審議会の内容ということで、３点ほど四角で囲んでありま

す。これに沿って行われたのか、あるいは諮問も含めて一緒に行われた

のか教えてください。

中間市コミュニティ広場・学校再編検討委員会が、あと２回ということ

のご質問につきましては、会議運営が円滑に出来ますように、会議の前

に、例えば資料が出来ましたら各委員に事前にご説明した上で、会議を

開催するなど、円滑に会議を進めることができるよう、取り組んでまい

ります。

次に、まちづくりの視点から何を調査するのかについては、今回中間市

コミュニティ広場・学校再編検討委員会の委員の皆様、それぞれのご経

験や様々な角度からご意見をいただくこととしております。このことか
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ら、今回コミュニティ広場・学校再編検討委員会の条例の中で、調査審

議できるような形を設けております。この調査につきましては、例え

ば、４月に近隣の学校施設を委員の皆様に視察していただいておりま

す。新設校を視察したということも情報収集や様々な調査に当たるので

はないかと考えております。

最後に通学区域審議会の第１回目の内容については、第１回目は委員の

委嘱や会長、副会長の選出をさせていただいた中で、今回の諮問書を交

付させていただいております。今、衛藤教育委員がおっしゃっていただ

いた資料にあります審議会の主な内容の括弧で囲まれているところにつ

いては、諮問内容に基づいて、検討していく各項目になります。これか

ら委員の皆様にご説明して、審議を進めていきたいと考えております。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。八木教育委員。

今月から、通学区域審議会が始まりまして、コミュニティ広場・学校再

編検討委員会も、もう５回を迎えています。今年４月に学校再編だより

の１回目が発行され、全戸配布されておりますけれども、このように少

し動き出したタイミングでの２回目というのは、大体いつ頃を予定され

ているのかお聞きしたいと思います。

学校再編だよりを４月に発行させていただきまして、今回またある程

度、協議が進んだ段階で２回目も出していきたいと考えております。

周知していくことは重要だと考えておりますので、定期的に今後も、

学校再編だよりとして、保護者の方、市民の皆様に周知していきたい

と考えております。今の段階で、いつ頃というのは、まだ決定してお

りませんが、ある程度、検討が進んだ段階で学校再編だより等で周知

していきたいと考えております。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして、その他で何かございますでしょうか。

学校給食費の無償化の実施につきまして、ご報告いたします。

令和７年９月定例市議会におきまして、補正予算を計上しておりました

学校給食費の無償化が、９月２６日に可決され、実施が決定いたしまし

たことをご報告いたします。

令和７年１０月から学校給食費につきましては、１食あたり小学校
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２７０円から３３０円の６０円増、中学校３３０円から４００円の

７０円増と、昨今の物価上昇により、安全安心で十分な栄養量・栄養価

のある学校給食を提供していくことが困難な状況にありましたことか

ら、改定を行ったところでございます。

今回、１０月からの改定にあわせ、学校給食費の全額を令和８年３月ま

で無償化いたします。なお、１０月分の学校給食費につきましては、

９月下旬に無償化が決定したことから、据え置いた額で徴収させていた

だき、９月までの給食実施回数で精算の上、返金を行うこととしており

ます。最後に、学校給食費の改定や学校給食費の無償化の周知につきま

しては、９月１６日と１０月１日に保護者宛ての文書を各学校に通知

し、安心メールや文書で配布していただくよう、お願いしたところでご

ざいます。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして協議事項に移りたいと思います。

令和７年１１月定例教育委員会の日程について説明をお願いします。

１１月定例教育委員会の日程につきましては、１１月４日火曜日午前

１０時から、会場は本館４階第１委員会室での開催を予定しておりま

す。ご協議をお願いいたします。

日程等はいかがでございましょうか。

≪了承≫

ありがとうございます。それでは、そのように決定いたします。

それでは、その他のところで何かございますでしょうか。

ないようですので、続きまして議決事項に移りたいと思います。

第２６号議案令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の結果について説明をお願いします。

令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の結果について、ご説明いたします。

本年度は令和６年度実績につきまして、８月８日、９月２６日に中間

市教育委員会点検評価委員会を開催し、令和６年度事業の内容のご説

明、そして、質疑応答を踏まえまながら、執行状況の評価をしていただ
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きました。そして、このたび、点検評価委員２名のご意見を報告書にま

とめましたので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

第１項の規定により、委員会の議決を求めるものでございます。なお、

報告書に記載されております、点検評価委員の意見を朗読することに

つきましては、事前に資料をお配りしておりますことを踏まえまして、

ここでは、時間の都合上、省略させていただきます。また、ご審議いた

だきました報告書は、１２月定例市議会に提出し、その後、ホームペー

ジへの掲載にて公表する予定でございます。以上、ご審議のほど、よろ

しくお願いいたします。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。

点検評価委員さんの意見を読みまして、感想を申し述べたいと思います。

意見の内容が、３つに絞られています。最後が評価できるか、あるいは

評価したいというまとめ方になっている部分と、それから、次は期待す

るというまとめ方になっている部分と、もう１つは検討してほしいとい

う３つに分かれたパターンでお２人ともまとめてあります。

それで、評価できる、またはしたいというのが、昨年度から非常に増えて

いるという感じがいたします。これは、いろいろな地道な努力の結果だろ

うと思い、大変すばらしいと思っていますので、これからも続けていくよ

うに、お互いが頑張らなければいけないと思いました。

それと、もう１つ気になったのが、期待するというのは、今後改善も含

めて考えてほしいという意味だと、私は理解するのですが、期待するが

結構あります。特に社会教育部門では期待するが多いです。ということ

は、社会教育部門は、生涯学習の中心だという位置付けをされているのだ

ろうと思いますので、もう一度読み返されて検討いただければありがた

いと思います。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

こういった外部の専門家の意見というものは、衛藤教育委員が言われる

ように、非常に重要でございます。そうした中でも、とりわけこの社会

教育分野については期待するであったり、さらに努力をしてほしいとい

うところでございます。市長の３期目がスタートしまして、教育、福祉、

経済ということを言っておりますので、教育というのは別に義務教育だ

けではなくて、生涯学習、社会教育等、スポーツ振興についてもしかり

でありますので、これも教育委員会一丸となって、今後推進してまいりた




